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（８）アンケート調査票 
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37 

 

  



 

38 

 

  



 

39 

 

  



 

40 

 

  



 

41 
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１人

62.8%

２人

6.4%

その他

5.1%

不明

1.3%
無回答

24.4%

総数

78

新築した、新築を

購入した

6.4%

中古を購

入した

15.4%

相続した

51.3%
その他

2.6%

無回答

24.4%

総数

78

土地・建物

64.1%

建物のみ

9.0%

無回答

26.9%

総数

78

（９）アンケート調査結果 【単純集計】 

※調査結果の百分率（パーセント）の計算は、小数点第２位を四捨五入して表示しています。このため、表示され

た百分率を足し合わせても 100パーセントにならないことがあります。 

 

問 1 あなた（回答される方）の土地、建物の所有権の有無について教えてください。（単一回答） 

・土地・建物ともに所有されている方が 64.1%と最も多い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 土地・建物 50 64.1% 

2 建物のみ 7 9.0% 

3 その他 0 0.0% 

 無回答 21 26.9% 

 計 78 100.0% 

 

 

 

 

問 2 建物を所得した経緯について教えてください。（単一回答） 

・「相続した」が 51.3%と最も多く、「新築・中古を購入した」が合わせて 21.8%である。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 新築した、新築を購入した 5 6.4% 

2 中古を購入した 12 15.4% 

3 相続した 40 51.3% 

4 無償で譲渡された 0 0.0% 

5 その他 2 2.6% 

6 不明 0 0.0% 

 無回答 19 24.4% 

 計 78 100.0% 

 

 

問 3 建物の所有者は何名ですか。（単一回答） 

・所有者は１人の方が 62.8％を占めている。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 １人 49 62.8% 

2 ２人 5 6.4% 

3 その他 4 5.1% 

4 不明 1 1.3% 

 無回答 19 24.4% 

 計 78 100.0% 
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あなたが

使用して

いる

62.8%

あなた以外

の人が使用

している

16.3%

利用して

いない空

き家

5.8%

賃貸用の

空き家

2.3%

売却用の

空き家

2.3%

転勤、入院など

で居住者が長期

不在の空き家

2.3%

取り壊し

予定の空

き家

5.8%
無回答

2.3%

総数

89

昭和40年

以前

51.3%

昭和41年～

昭和55年

15.4%昭和56年～

平成11年

5.1%

平成12年～

1.3%

わからない

2.6% 無回答

24.4%

総数

78

問 4 建築時期（完成時期）はいつですか？（単一回答） 

・昭和 40年以前に建設された築 50年以上を経過している建物が 51.3%である。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 
昭和 40年以前 

（1965年以前） 
40 51.3% 

2 
昭和 41年～昭和 55年

（1966年～1980年） 
12 15.4% 

3 
昭和 56年～平成 11年

（1981年～1999年） 
4 5.1% 

4 
平成 12年～ 

（2000年～） 
1 1.3% 

5 わからない 2 2.6% 

 無回答 19 24.4% 

 計 78 100.0% 

 

 

問 5 現在、この建物をどのように使用していますか？（単一回答） 

・「自分が使用している」が 62.8%、「自分以外が使用している」が 16.3%であり、外観調査等

からは空き家と想定されたが、実際は所有者等が使用している建物が 79.1%となっている。 

・「空き家（選択肢 3～7）」と回答された方は 18.5%である。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 あなたが使用している 54 62.8% 

2 あなた以外の人が使用している 14 16.3% 

3 利用していない空き家 5 5.8% 

4 賃貸用の空き家 2 2.3% 

5 売却用の空き家 2 2.3% 

6 
転勤、入院などで居住者が長期

不在の空き家 
2 2.3% 

7 取り壊し予定の空き家 5 5.8% 

8 わからない 0 0.0% 

9 現在取り壊し中（済） 0 0.0% 

 無回答 2 2.3% 

 複数回答 3  

 計 89 100.0% 

※構成比は複数回答を除いた値 

※電話回答 11件を含む 
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ほぼ毎日

51.7%

週に１回

～数回

13.8%

月に１回

～数回

10.3%

年に１回

～数回

13.8%

わからない

1.7%
無回答

8.6%

総数

58

問 5-1 どのように利用されていますか？（単一回答） 

【問５で１・２を回答した方（電話回答含む）68 人が対象】 

・「自宅・住宅として使用している」が 50.8%、「物置として利用している」が 25.4%となって

いる。 

 選択肢 回答数 構成比 

1 自宅・住宅として使用している 32 50.8% 

2 賃貸住宅として貸し出ししている 3 4.8% 

3 週末や休暇時に避暑・保養等に利用している 3 4.8% 

4 残業で遅くなったとき等、たまに寝泊りに利用している 1 1.6% 

5 昼間だけ使用する等、寝泊まり以外に利用している 3 4.8% 

6 物置として利用している 16 25.4% 

7 わからない 1 1.6% 

8 その他 4 6.3% 

 無回答 0 0.0% 

 複数回答 5  

 計 68 100.0% 

※構成比は複数回答を除いた値 

※電話回答 10件を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5-2 どのくらいの利用頻度ですか？（単一回答）【問５で１・２を回答した方（郵送のみ）58人が対象】 

・「ほぼ毎日」が 51.7%、「週に１回～数回」が 13.8％であり、「月に１回～数回」及び「年に１

回～数回」以下の方も 24.1%となっている。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 ほぼ毎日 30 51.7% 

2 週に１回～数回 8 13.8% 

3 月に１回～数回 6 10.3% 

4 年に１回～数回 8 13.8% 

5 数年に１回 0 0.0% 

6 わからない 1 1.7% 

 無回答 5 8.6% 

 計 58 100.0% 

   

50.8%

4.8%

4.8%

1.6%

4.8%

25.4%

1.6%

6.3%

0.0%

自宅・住宅として使用している

賃貸住宅として貸し出ししている

週末や休暇時に避暑・保養等に利用している

残業で遅くなったとき等、たまに寝泊りに利用している

昼間だけ使用する等、寝泊まり以外に利用している

物置として利用している

わからない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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問 5-3 この建物に人が住まなくなってからどのくらい経ちますか？（記述式回答） 

【問５で３を回答した方５人が対象】 

・住まなくなってからすべてが１年以上経過し、35年経過しているものもある。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 １年２ヶ月 1 20.0% 

2 ２年 1 20.0% 

3 ２年 1 20.0% 

4 ２０年 1 20.0% 

5 ３５年 1 20.0% 

 計 5 100.0% 

 

問 5-4 この建物に人が住まなくなったその理由はなんですか？（複数回答） 

【問５で３を回答した方５人が対象】 

・「相続により取得したがそのままとなっている」が住まなくなった理由として最も多く、その他

の理由としては「遠方居住」、「建て替え等のための一時的退去」、「将来的な活用」などがある。 
 

 選択肢 回答数 構成比 

1 遠方に住んでいるから 1 9.1% 

2 使い道がないから 0 0.0% 

3 建て替え・増改築・修繕のため一時的に退去したから 1 9.1% 

4 
別の住まいに転居したから 

（親・子との同居、福祉施設への入所を含む） 
1 9.1% 

5 取り壊すと固定資産税が高くなるから 0 0.0% 

6 解体費用が出せないから 1 9.1% 

7 他人に貸すと不安があるから 0 0.0% 

8 現在のままでも特に問題を感じないから 0 0.0% 

9 相続の話し合いができていないから 0 0.0% 

10 相続により取得したがそのままとなっているから 3 27.3% 

11 将来の居住を考えているが、現時点では入居していないから 1 9.1% 

12 その他 3 27.3% 

 計 11 100.0% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

9.1%

0.0%

9.1%

9.1%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

27.3%

9.1%

27.3%

遠方に住んでいるから

使い道がないから

建て替え・増改築・修繕のため一時的に退去したから

別の住まいに転居したから

取り壊すと固定資産税が高くなるから

解体費用が出せないから

他人に貸すと不安があるから

現在のままでも特に問題を感じないから

相続の話し合いができていないから

相続により取得したがそのままとなっているから

将来の居住を考えているが、現時点では入居していないから

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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問 6 所有されている建物は、現在どのような状態ですか？（複数回答） 

・「現在でも住める状態である（特に目立った破損はない）」が 39.0％と最も多く、何かしら破損

がある（選択肢 2～8）との回答は 37.0％である。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 現在でも住める状態である（特に目立った破損はない） 39 39.0% 

2 外壁の一部に破損、崩れがある 11 11.0% 

3 屋根の一部（瓦やトタン板等）に破損がある 7 7.0% 

4 塀や柵が道路側や隣の家側に傾いている 0 0.0% 

5 バルコニーや窓台、物干しのいずれかに破損がある 5 5.0% 

6 建物か土台が明らかに傾いている 1 1.0% 

7 窓ガラスや門扉、塀等が破損している 5 5.0% 

8 建物内部に破損がある 8 8.0% 

9 把握していない、わからない 2 2.0% 

 無回答 22 22.0% 

 計 100 100.0% 

 

 

39.0%

11.0%

7.0%

0.0%

5.0%

1.0%

5.0%

8.0%

2.0%

22.0%

現在でも住める状態である

外壁の一部に破損、崩れがある

屋根の一部に破損がある

塀や柵が道路側や隣の家側に傾いている

バルコニーや窓台、物干しのいずれかに破損がある

建物か土台が明らかに傾いている

窓ガラスや門扉、塀等が破損している

建物内部に破損がある

把握していない、わからない

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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ほぼ毎日

23.4%

週に１回～

数回

21.3%
月に１回～数回

23.4%

年に１回～

数回

27.7%

数年に１回以下

2.1%

無回答

2.1%

総数

47

行っている

60.3%
行っていない

10.3%

無回答

29.5%

総数

78

問７ 所有されている建物や敷地周辺の維持管理を定期的に行っていますか？（単一回答） 

・「行っている」が 60.3％であり、定期的な維持管理を行っている所有者等が多い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 行っている 47 60.3% 

2 行っていない 8 10.3% 

 無回答 23 29.5% 

 計 78 100.0% 

 

 

 

 

 

 

問 7-1 維持管理の頻度はどれくらいですか？（単一回答） 【問７で１を回答した方 47 人が対象】 

・「ほぼ毎日」、「週に１回～数回」を合せるとほぼ半数を占める。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 ほぼ毎日 11 23.4% 

2 週に１回～数回 10 21.3% 

3 月に１回～数回 11 23.4% 

4 年に１回～数回 13 27.7% 

5 数年に１回以下 1 2.1% 

 無回答 1 2.1% 

 計 47 100.0% 
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所有している本人

または所有者と同

居している親族

78.7%

所有者と同

居していな

い親族

14.9%

自社（法人所

有の場合）

4.3%

不動産業者、建築

会社、管理専門業

者など

2.1%

総数

47

問 7-2 主に誰が管理されていますか？（単一回答） 【問７で１を回答した方 47 人が対象】 

・「所有している本人または所有者と同居している親族」が 78.7％と最も多い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 
所有している本人または 

所有者と同居している親族 
37 78.7% 

2 所有者と同居していない親族 7 14.9% 

3 自社（法人所有の場合） 2 4.3% 

4 この住宅の近所の人など 0 0.0% 

5 
不動産業者、建築会社、管理専

門業者など 
1 2.1% 

6 不明 0 0.0% 

 計 47 100.0% 

 

 

 

 

問 7-3 行ってない理由は何ですか？（複数回答）【問７で２を回答した方 8 人が対象】 

・「費用」、「高齢や健康上」、「遠方に居住」などの理由がある一方で、「建物を利用する予定がな

いので、維持管理をしていない」という意識の低い回答もある。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 遠方に住んでおり、維持管理ができない 1 9.1% 

2 費用の問題で維持管理ができない 4 36.4% 

3 高齢や健康上の理由で、維持管理ができない 2 18.2% 

4 管理を頼める人や業者がいない 0 0.0% 

5 権利者が複数なため、維持管理が困難である 0 0.0% 

6 建物を利用する予定がないので、維持管理をしていない 2 18.2% 

7 その他 2 18.2% 

 計 11 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.1%

36.4%

18.2%

0.0%

0.0%

18.2%

18.2%

遠方に住んでおり、維持管理ができない

費用の問題で維持管理ができない

高齢や健康上の理由で、維持管理ができない

管理を頼める人や業者がいない

権利者が複数なため、維持管理が困難である

建物を利用する予定がないので、維持管理をしていない

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%



 

49 

 

問８ 所有されている建物の管理に関することで困っていることはありますか？困っていること

がある場合、どのような点でお困りですか？（複数回答） 

・「特に困っていることはない」が 35.1%と最も多く、「地震などによる損壊・倒壊」や「不審者

の侵入や放火被害」など防災、防犯面での問題を感じている方が 20.2％いる（選択肢 7,8）。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 特に困っていることはない 33 35.1% 

2 借り手・買い手がいない 0 0.0% 

3 遠方に住んでおり、維持管理ができない 0 0.0% 

4 修繕して使用したいが、費用が不足している 7 7.4% 

5 取り壊したいが、費用が不足している 1 1.1% 

6 近隣から、該当建物や使用状況について苦情が来ている 0 0.0% 

7 
地震などにより、建物が損壊・倒壊してしまうのではないか心配してい

る 
9 9.6% 

8 不審者の侵入や放火被害に遭うのではないか心配している 10 10.6% 

9 動物等が住みついていないか心配している 4 4.3% 

10 その他 4 4.3% 

 無回答 26 27.7% 

 計 94 100.0% 

 

 

 

  

35.1%

0.0%

0.0%

7.4%

1.1%

0.0%

9.6%

10.6%

4.3%

4.3%

27.7%

特に困っていることはない

借り手・買い手がいない

遠方に住んでおり、維持管理ができない

修繕して使用したいが、費用が不足している

取り壊したいが、費用が不足している

近隣から、該当建物や使用状況について苦情が来ている

地震などにより、建物が損壊・倒壊してしまうのではないか心配している

不審者の侵入や放火被害に遭うのではないか心配している

動物等が住みついていないか心配している

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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法律の存在を知って

おり、内容について

も知っている

11.5%

法律の存在

は知ってい

るが、内容

については

知らない

34.6%

法律の存在を

知らない

16.7%

無回答

37.2%
総数

78

既に管理して

もらっている

（有料）

1.3%

既に管理してもらっ

ている（無料）

5.1%

多少お金を

払ってでも

管理しても

らいたい

1.3%

管理して

もらいた

くない

30.8%

わからない

15.4%

無回答

46.2%

総数

78

問９ もし、所有されている建物が近隣や道路等に悪影響を与えている場合、ご自身以外の方（専

門業者、ＮＰＯ、近隣の方など）に簡単な管理をしてもらいたいですか？（単一回答） 

・「無回答」を除くと、「管理してもらいたくない」が 30.8％と最も多い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 
既に管理してもらっている 

（有料） 
1 1.3% 

2 
既に管理してもらっている 

（無料） 
4 5.1% 

3 
多少お金を払ってでも管理して

もらいたい 
1 1.3% 

4 管理してもらいたくない 24 30.8% 

5 わからない 12 15.4% 

 無回答 36 46.2% 

 計 78 100.0% 

 

 

 

 

問 10 空き家に関する法律（空家等対策の推進に関する特別措置法）が施行されたことをご存知

ですか？（単一回答） 

・「法律の存在は知っているが、内容については知らない」が 34.6%、「法律の存在を知らない」が

16.7%であり、法律の内容について理解していない所有者等が多い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 
法律の存在を知っており、内容

についても知っている 
9 11.5% 

2 
法律の存在は知っているが、内

容については知らない 
27 34.6% 

3 法律の存在を知らない 13 16.7% 

 無回答 29 37.2% 

 計 78 100.0% 
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問 10-1 空き家に関する法律（空家等対策の推進に関する特別措置法や税金の特例措置）につい

てご存知の内容について教えてください。（複数回答）【問 10 で１を回答した方 9 人が対象】 

・「空家等の所有者等の適切な管理の責務を規定」についての認識が一番高い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 空家等の所有者等の適切な管理の責務を規定 6 28.6% 

2 行政による危険性の確認のための立入調査 3 14.3% 

3 
特定空家等に対する固定資産税等の住宅用地特例を対象から除外（「特

定空家等」として勧告を受けた場合、減税の特例を受けられなくなる） 
2 9.5% 

4 

相続により空家となった家屋を取得した者が、当該空家を譲渡した場

合、一定の要件を満たせば、所得税及び住民税の譲渡所得について３０

００万円の特別控除を受けられる 

1 4.8% 

5 
特定空家等に対する行政による除却、修繕、立木竹の伐採等の措置の助

言又は指導、勧告、命令 
3 14.3% 

6 特定空家等に対する行政代執行による強制的な取り壊し 3 14.3% 

7 命令に違反した者や立入調査を拒み、妨げ、又は忌避した者への過料 1 4.8% 

 無回答 2 9.5% 

 計 21 100.0% 

 

 

  
28.6%

14.3%

9.5%

4.8%

14.3%

14.3%

4.8%

9.5%

適切な管理の責務

行政による立入調査

住宅用地特例を対象から除外

所得税及び住民税の譲渡所得の特別控除

特定空家等に対する助言又は指導、勧告、命令

特定空家等の強制的な取り壊し

命令に違反した者等への過料

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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「文京区空家等相談

事業」を検討したい

5.2%

利用するつ

もりはない

42.9%

その他

6.5%

無回答

45.5%
総数

78

利活用したい

28.6%

条件次第で利

活用したい

7.1%

利活用するつ

もりはない

21.4%わからない

7.1%

無回答

35.7%

総数

15

問 11 現在、区では「空家等相談事業」及び「空家等対策事業」を実施しております。こちらの

事業の利用を希望されますか？（単一回答） 

・「無回答」を除き、「利用するつもりはない」が最も多い。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 
「文京区空家等相談事業」をぜ

ひ利用したい 
0 0.0% 

2 
「空家等対策事業」をぜひ利用

したい 
0 0.0% 

3 
「文京区空家等相談事業」を検

討したい 
4 5.2% 

4 
「空家等対策事業」を検討した

い 
0 0.0% 

5 利用するつもりはない 33 42.9% 

6 その他 5 6.5% 

 無回答 35 45.5% 

 複数回答 1  

 計 78 100.0% 

※構成比は複数回答を除いた値 

 

 

問 12 所有されている建物について、今後空き家を利活用する意向はありますか？（単一回答） 

【問５で３～７を回答した方（郵送のみ）15人が対象】 

・「利活用したい」が 28.6％と最も多く、次いで「利活用するつもりはない」が 21.4%となって

いる。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 利活用したい 4 28.6% 

2 条件次第で利活用したい 1 7.1% 

3 利活用するつもりはない 3 21.4% 

4 わからない 1 7.1% 

 無回答 5 35.7% 

 複数回答 1  

 計 15 100.0% 

※構成比は複数回答を除いた値  



 

53 

 

問 12-1 どのように利活用したいと考えますか？（複数回答）【問12で１を回答した方4人が対象】 

・「自らもしくは家族の住まい」、「貸し出し」、「売却」を検討したいという回答がある。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 自らもしくは家族の住まいとして使用したい 2 40.0% 

2 自らの所有物の保管場所・物置として使用したい 0 0.0% 

3 賃貸住宅、商店・事務所として貸したい 1 20.0% 

4 建物・土地を売却したい 1 20.0% 

5 公益目的に無償または低額で使用してもらいたい 0 0.0% 

6 その他 1 20.0% 

 無回答 0 0.0% 

 計 5 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12-2 どのような条件ならば利活用しますか？（複数回答）【問12 で２を回答した方1 人が対象】 

・利活用の条件として「費用のめどが立つこと」、「十分な利益が確保できること」、「期間限

定の貸し出し」という回答がある。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 建物の修繕や建替え費用のめどが立てば利活用したい 1 33.3% 

2 良い借り手が見つかれば利活用したい 0 0.0% 

3 十分な利益が確保できれば利活用したい 1 33.3% 

4 期間限定で貸し、期間終了後は自己利用ができるなら利活用したい 1 33.3% 

5 相続の話し合いがつけば利活用したい 0 0.0% 

6 その他 0 0.0% 

 計 3 100.0% 

 

 

  

40.0%

0.0%

20.0%

20.0%

0.0%

20.0%

0.0%

自らもしくは家族の住まいとして使用したい

自らの所有物の保管場所・物置として使用したい

賃貸住宅、商店・事務所として貸したい

建物・土地を売却したい

公益目的に無償または低額で使用してもらいたい

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

33.3%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

建物の修繕や建替え費用のめどが立てば利活用したい

良い借り手が見つかれば利活用したい

十分な利益が確保できれば利活用したい

期間限定で貸し、期間終了後は自己利用ができるなら利活用したい

相続の話し合いがつけば利活用したい

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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問 12-3 利活用しない理由は何ですか？（複数回答） 

【問 12 で３を回答した方 3 人が対象】 

・利活用しない理由として、「将来使用する予定」、「使い道がない」、「現在のままでも問題を感じ

ない」という回答がある。 

 

 選択肢 回答数 構成比 

1 建替え・売却がすでに決まっているから 0 0.0% 

2 将来使用する予定があるから 1 25.0% 

3 他人に貸すことに不安があるから 0 0.0% 

4 費用をかけたくないから 0 0.0% 

5 労力や手間をかけたくないから 0 0.0% 

6 満足できる価格で売れそうにないから 0 0.0% 

7 使い道がないから 1 25.0% 

8 道路付けや交通の便が悪いから 0 0.0% 

9 取り壊すと固定資産税が高くなるから 0 0.0% 

10 遠方に住んでいるから 0 0.0% 

11 相続の話し合いができていないから 0 0.0% 

12 現在のままでも問題を感じないから 1 25.0% 

13 その他 0 0.0% 

 無回答 1 25.0% 

 計 4 100.0% 

 

 

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

建替え・売却がすでに決まっているから

将来使用する予定があるから

他人に貸すことに不安があるから

費用をかけたくないから

労力や手間をかけたくないから

満足できる価格で売れそうにないから

使い道がないから

道路付けや交通の便が悪いから

取り壊すと固定資産税が高くなるから

遠方に住んでいるから

相続の話し合いができていないから

現在のままでも問題を感じないから

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%




